













なインプラント周囲組織におけるプロービングデプス (PD)，プロービング時の出血 (BOP) および
角化粘膜幅の関連性を明らかにすることであった． 
124 人の患者において，501 本のインプラントおよび 3006 か所の検査部位の評価を行った．BOP
が陰性であり，健康と考えられるインプラント周囲組織において，PD は，臼歯部よりも前歯部で, 下
顎よりも上顎で有意に大きいことが示され，インプラント埋入部位に影響を受けていることが示唆さ











明海大学大学院歯学研究科歯学専攻 新家央康に対する最終試験は，2021 年 1 月 8 日，主査 申 




氏 名（本籍） 新家 央康（群馬県） 
学 位 の 種 類  博士（歯学） 
学 位 記 番 号  甲 第 376号 
学 位 授 与 日  2021年 3月 15日 
学位授与の要件 博士の学位論文提出者（学位規程第１１条第１項該当者） 
学位論文題目  歯周病患者におけるインプラント周囲のプロービングデプスに関する臨床的研究 
論文審査委員  （主査）教授 申 基喆 
（副査）教授 藤澤 政紀 
（副査）教授 天野 修 
（副査）教授 横瀬 敏志 
 
 
 
